




















































































































載論文 710 貴重書 30,406
学位論文 353 Webサイト情報資源 1,916
紀要 4,580 オープンコースウェア 33
教材 57























































































資料タイプ 登録件数 総ダウンロード数 １件あたりの平均ダウンロード数
学術雑誌掲載論文 710 33,974 47.9
学位論文 353 88,404 250.4
紀要 4,580 206,189 45 
教材 57 39,788 698
その他 168 13,434 80 




























































・corrosion 2001 tuchiya ・effects of metallic silver island films































Using CO2 emission quantities in bridge lifecycle analysis /  Y. Itoh and T.  Kitagawa


































































































































（SIRWG: Scholarly Information Reform Working Group)で提案中
２００７．８～
ー中長期の学術情報流通改革を目指してー
学術情報流通の危機
 学術情報の爆発的増大
 際限のない商業学術雑誌（電子ジャーナル）の値上
げ(SPARC、Open Accessも歯止めとはならなかった）
学術機関リポジトリを利用した
新しい学術情報流通の構築
バーチャル・ジャーナルの創造
46
コンセプト
学術機関リポジトリを電子出版プラットフォー
ムとして利用
 Born digital（始めからデジタル）の特質を生
かした、制約のない新しい学術情報メディアを
創造
機関リポジトリ群と外部査読システムの連携
国際的に高度で先端的な水準を維持
47
新しい魅力
書式やページ制限からの解放
 ファクトデータ（実験・観測データ等）、ソフトウ
ェアなどのデジタルデータが、論文と一緒に査
読され公開
48
より自由で検証可能な学術成果の公表
永続性
機関として維持される学術機関リポジトリ
ハンドル（固定URL)の利用
49
物理的な論文の存在の永続性の保証
ネットワーク上での論文の存在の永続性の保証
学術機関リポジトリの基本的な機能
安価な学術情報流通網
学術機関リポジトリを利用することにより、流
通経費を削減
分散型の運用のため一機関あたりの負担が
軽いにもかかわらず、巨大サーバと同等の能
力
50
大学による新しい学術情報流通網の構築
課題
学術機関リポジトリと編集委員会、査読システ
ムの連携が必要
編集委員会、査読システムの維持のための費
用分担モデル構築
 この仕組みの主たる担い手は？
研究者、大学、学会、図書館の緊密な連携と
理解が必要であり、かつ強力に推進するリー
ダ組織が必要
51
査読・編集システム
編集委員会
著者／読者
査読者
学術機関リポジトリをＢａｓｅにした査読付電子出版システム（案）
Ｄ研 ＩＲ
ハンドル空間
DATA
Software
Ａ大 ＩＲ
バーチャル
ジャーナル
Ｂ大 ＩＲ
RSS
投稿
投稿 投稿 投稿
読者
査読依頼
RSS
DATA Software
DATA
Ｃ大 ＩＲ
OAI-PMH
想定されるワークフロー
1. 著者は，自機関の機関リポジトリに論文を投稿する．査読
者を含め誰でも見ることができるものである
2. 投稿された論文は，外部にある査読システムと連携して，
査読を行う
3. 査読済みとなった時点で，修正した論文がジャーナルとし
て公開
4. バーチャルジャーナルとして、目次，論文に対するメタデ
ータを公開
5. バーチャルジャーナルのメタデータデータベースを構築
53
先駆的な取組（国立大学協会九州支部）
 機関リポジトリを利用して「研究論文集」－教育系
・文系の九州地区国立大学間連携論文集－
 九州地区の学術機関リポジトリで公開されている
紀要論文を、査読を行い、査読済論文集として刊
行する
 平成20年3月に刊行予定
54
新たな学術情報メディアの可能性
実証実験の提案
 「大学図書館研究」
（国公私立大学図書館協力委員会、
大学図書館研究編集委員会）
55
実際に刊行して検証を行い、
機関リポジトリを利用した電子出版の実現を促す
検証項目
① 機関リポジトリと査読システムの連携
② 編集委員会、査読システム維持のための費
用負担モデルの構築
③ 出版、流通に伴う各種ノウハウの確立
56
新しい学術機関リポジトリの役割
57
新しい学術情報メディアの構築
新しい研究環境の提供
まとめ
1. 大学が学術情報の創成だけでなく、学術情報
流通の一部主体となることができる
2. 大学およびその連携が学術機関リポジトリを
成長させていく必要がある
3. 学術情報の質の変化を目指すことができる
4. あらゆる市民に初めて大学の知的生産物を
直接に系統だてて開示できる
58
